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半径 1の円周 C 上の 2点 A，Bは AB =
√
3をみたすとする．点 Pが円周 C 上を

動くとき，AP2 +BP2 の最大値を求めよ．
(25 九州大 文系 2)

【答】 6

【解答】
座標平面上に原点 Oを中心とする半径 1の円 C と 2

A

B

P

x

y

O

点 A

(
1
2
,

√
3
2

)
，B

(
1
2
, −

√
3
2

)
をとる．このとき

AB =
√
3である．点 Pは円周 C 上を動くから Pの座

標は (cos θ, sin θ) (0 ≦ θ < 2π)とおくことができる．
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= 4− 2 cos θ

−1 ≦ cos θ ≦ 1より，AP2 +BP2 は θ = π のとき

最大値 4− 2(−1) = 6 ……（答）

をとる．

• 線分 ABの中点をMとおき，中線定理
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AP2 +BP2 = 2(PM2 +AM2)

を利用する．
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PMが最大となるのは，PMが円の中心Oを通る
ときである．このとき
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であり，AP2 +BP2 の最大値は
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となる．
• 円 C の中心を Oとおくと
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である．
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OPのなす角を φとおくと

AP2 +BP2 = 4− 2× 1× 1× cosφ

= 4− 2 cosφ

となる．−1 ≦ cosφ ≦ 1より，AP2 +BP2 は φ = −π のとき

最大値 4− 2(−1) = 6

をとる．


